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【平成２６年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれ

る 

○ Ａ－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれる

が、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又

は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究課題は、ハイパー核と呼ばれるストレンジクォークの入った原子核の研究の中で、特にストレ

ンジクォークを 2 個含む(S=-2)ハイパー核の実験的解明を目指している。標的原子核中の陽子を 

p(K-,K+)Ξ- 反応でΞに転換することでΞハイパー核の情報と、ΞN↔ΛΛ転換過程を通してΛΛハイパ

ー核の解明も目指している。核力が基本原理に基づく Lattice QCDで計算出来るようになってきており、

S=-2の系を調べる本研究の意義は高い。 

本研究の根幹をなす、高分解能と大立体角を両立させて(K-,K+)反応を調べる K中間子磁気スペクトロ

メーターの建設は、概ね予定どおり進行している。現地調査において指摘された、予算の問題は既存の

検出器の有効利用で、また、研究組織については研究員の雇用と研究協力者の追加により体制の強化を

図っており、研究は順調に進展している。 

一方で、研究は装置完成後のビームタイムでデータを取得することで完成するが、J-PARC（大強度陽

子加速器施設）における事故の影響で研究期間内に結果を得ることが難しくなった。研究代表者に起因

するものではないが、研究の進捗という点からは「A-」の評価とせざるを得なかった。 

 


